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1 酒井潔「南方先生訪問記」、『談奇』昭和 5年 9月号、飯倉照平編『南方熊楠 人と思想』（平凡社、1974年）
所収。 
2 例えば飯倉照平『南方熊楠―梟のごとく黙坐しおる―』、ミネルヴァ書房、2006年。 
3 千里眼（田辺隨筆）、和歌山新報、1911（明治 44）年 6月、平凡社版全集 6所収。 
4 平凡社版全集７所収。 































                                                   
5 ロンドンパリ往復書簡 23、1894（明治 27）年 3月 4日、飯倉照平・長谷川興蔵編『南方熊楠・土宜法竜往復
書簡』（八坂書房、1990年。以下往復書簡と略す）。 







































                                                   
8 ロンドンパリ往復書簡 7、1893（明治 26）年 12月 24日、往復書簡。 
9 ロンドン時代 5、1893（明治 26）年 12月 11日、高山寺蔵書簡。 


































                                                   
































                                                   
11 南方熊楠書簡（那智）51、1904（明治 37）年 3月 24日、往復書簡。 
12 安藤礼二「野生のエクリチュール」、群像 2002年 12月号、講談社。なお同書の目次のみを以下に挙げるが、
これだけでも熊楠が踏襲していたことがよく分かる。 
（1）INTRODUCTION (2)DISINTEGRATIONS OF PERSONALITY (3)GENIUS (4)SLEEP 
(5)HYPNOTISM (6)SENSORY AUTOMATISM (7)PHANTASMS OF THE DEAD (8)MOTOR 
AUTOMATISM (9)TRANCE,POSSESSION,AND ECSTASY (10)EPILOGUE 
13 南方熊楠書簡（那智）51、1904（明治 37）年 3月 24日、往復書簡。 

































                                                   
14 柳田国男宛書簡 52、1911（明治 44）年 11月 6日、平凡社版全集 8。 
15 柳田国男宛書簡 53、1911（明治 44）年 11月 12日、平凡社版全集 8。 




















































                                                   
18 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 
19 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 



















                                                   
20 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 




































                                                   
22 南方熊楠書簡（那智）46、1903（明治 36）年 7月 18日、往復書簡。 
23 このうち岡田静坐法については、例えば小堀哲郎「坐―岡田虎二郎と岡田式静坐法」（田邉信太郎・島薗進・
弓山達也編『癒しを生きた人々―近代知のオルタナティブ―』、専修大学出版局、1999年）参照。 
24 加藤美侖『実験比較健康法全書』、帝国教育学会、1917（大正 6）年。 
25 南方熊楠書簡（那智）49、1903（明治 36）年 8月 20日、往復書簡。 
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 「禅坐して全体浸さるると思い、それで身を養いしなどいうこと」というのは、『夜船閑話』の軟祖
の法に他ならない。熊楠はその実効については気楽であれば長生きするだろうと揶揄するにとどまる。
しかし当時の社会が求めていたのは、その気楽になることであった。 
近代化されていく社会についていけず、癒しを求める人たちにとって、本稿で論じてきた熊楠の考
える真言の瞑想法は逆効果であったろう。しかし熊楠の時代以上に複雑に生きていかざるを得ない現
代社会においては、複雑な社会に積極的に対応せんとしつつも、その決定を自分の中の無意識や偶然
に委ねようとする熊楠の思想は、かえって癒しをもたらすものになるかもしれない。 
